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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第２四半期連結
累計期間

第58期
第２四半期連結
累計期間

第57期
第２四半期連結
会計期間

第58期
第２四半期連結
会計期間

第57期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ７月１日
至  平成22年
    ９月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

売上高 (千円) 23,937,57728,156,99512,187,86813,889,71753,791,430

経常利益 (千円) 827,6002,437,628153,194 868,9963,220,115

四半期(当期)純利益 (千円) 398,7591,357,059 5,283 360,5292,134,013

純資産額 (千円) ― ― 23,545,39026,052,56925,715,894

総資産額 (千円) ― ― 63,369,84460,363,76962,001,458

１株当たり純資産額 (円) ― ― 2,314.422,577.162,539.86

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 49.76 169.35 0.66 44.99 266.31

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― －

自己資本比率 (％) ― ― 29.3 34.2 32.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 6,269,9205,725,153 ― ― 10,147,585

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △5,882,090△3,264,607 ― ― △7,711,050

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △588,525△1,744,133 ― ― △3,668,573

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,879,0272,438,8601,807,392

従業員数 (人) ― ― 2,454 2,363 2,383

(注) １. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

　
３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　
４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(人) 2,363　(925)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、期間社員を含む。)は、

（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。 

　
(2) 提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(人) 687　(49)

(注)　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、期間社員を含む。）は、（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員

を外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号　平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日)を適用しているため、前年同四半期との比較数値は記載しておりません。

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

日本 6,479,610 －

北米地域 1,557,694 －

アジア地域 4,510,878 －

中南米地域 1,461,264 －

合計 14,009,448 －

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。
２．金額は販売価格によっております。
３．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

日本 7,852,458 － 7,547,867 －

北米地域 1,525,603 － 1,430,626 －

アジア地域 5,198,377 － 4,957,858 －

中南米地域 1,833,324 － 1,769,670 －

合計 16,409,763 － 15,706,021 －

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．金額は販売価格によっております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

EDINET提出書類

菊池プレス工業株式会社(E02228)

四半期報告書

 4/31



　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

日本 6,479,959 －

北米地域 1,520,725 －

アジア地域 4,436,297 －

中南米地域 1,452,735 －

合計 13,889,717 －

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。
２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高（千円） 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

本田技研工業㈱ 3,065,980 25.2 3,355,312 24.2

広汽本田汽車有限公司 2,657,152 21.8 2,266,631 16.3

ホンダオートモーベイス・ド
・ブラジル・リミターダ

1,421,865 11.7 1,396,492 10.1

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。 

　
(1) 経営成績の状況 
当第２四半期連結会計期間における国内外の経済情勢は、国内では景気に引き続き持ち直しの動きが見
られたものの、円高の進行やデフレの継続、厳しい雇用情勢が続くなど、依然として先行き不透明な状況が
続きました。海外におきましては、欧州において金融不安が見られ深刻な状況が続きましたが、米国では政
策効果等により緩やかな景気回復が続き、また、中国やインドでの内需拡大を背景にアジアを中心として景
気は総じて回復傾向で推移しました。
自動車業界におきましては、国内ではエコカー減税や補助金効果等によりハイブリッド車など低燃費車
を中心に引き続き堅調な販売となり、輸出も緩やかな増加が続いたことなどから、国内生産は回復基調で推
移しました。海外におきましても、中国やインドなどの新興国の内需拡大に加えて、米国において販売に回
復の動きが見られたことから、生産、販売は増加傾向で推移いたしました。
このような状況のもと当社グループは、引き続き現地生産体制の増強及び国内外における収益体質の強
化を図ってまいりました。
当第２四半期連結会計期間の業績につきましては、中国、ブラジルで売上の伸びに鈍化傾向が見られまし
たが、国内及び米国を中心に車体部品の売上が増加基調で推移したことなどにより売上高は13,889百万円
(前年同期比14.0％増)、営業利益は842百万円(前年同期比137.4％増)、経常利益は868百万円(前年同期比
467.3％増)、四半期純利益は360百万円(前年同期は5百万円)となりました。

　
各セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17

号　平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適

用指針第20号 平成20年３月21日)を適用しているため、前年同四半期との比較数値は記載しておりませ

ん。

①日本

国内につきましては、主要得意先の生産が増加基調で推移したことなどから、売上高は6,551百万円、

セグメント利益134百万円となりました。

②北米地域

北米につきましては、主要得意先の生産が増加基調で推移し、売上高は1,520百万円、セグメント利益

は166百万円となりました。

③アジア地域

アジアにつきましては、中国における主要得意先の生産の伸びに鈍化傾向が見られ、売上高は4,436

百万円、セグメント利益は385百万円となりました。

④中南米地域

中南米につきましては、ブラジルにおける主要得意先の生産が鈍化傾向となり、売上高は1,452百万

円、セグメント利益は57百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末より1,637百万円減少し、

60,363百万円となりました。これは主に、現金及び預金の増加、仕掛品の増加、売掛金の減少等によるも

のであります。

負債合計は、前連結会計年度末より1,974百万円減少し、34,311百万円となりました。これは主に、借

入金の返済が進んだことなどによるものであります。

純資産合計は、利益剰余金の増加及び為替換算調整勘定等により前連結会計年度末より336百万円増

加し、26,052百万円となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末より631百万円増加し、2,438百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、2,031百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益

が777百万円、有形固定資産等の減価償却費1,639百万円、法人税等の支払額△393百万円、たな卸資産の

増加額△361百万円、賞与引当金の増加額226百万円、売上債権の減少額220百万円などによるものであ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、1,326百万円となりました。これは主に、国内外の新規車種生産用設

備の取得、国内における埼玉工場の生産設備への投資、中国及びブラジルにおける生産能力増強のため

の機械設備の取得等、有形固定資産の取得による支出△1,229百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は1,578百万円となりました。これは主に、長期借入れによる収入1,500

百万円、長期借入金の返済による支出△1,889百万円などによるものであります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありま

せん。 

　
(5) 研究開発活動 

当第２四半期連結会計期間における研究開発費の総額は、46百万円であります。 

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　
(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 31,440,000

計 31,440,000

　
② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,737,200 8,737,200
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）
１単元(100株)

計 8,737,200 8,737,200 ― ―

（注）大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及び

　　　ＮＥＯ市場とともに、新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の

　　　上場金融商品取引所は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年７月１日～
平成22年９月30日　

― 8,737,200 ― 1,531,708 ― 1,620,525

　

EDINET提出書類

菊池プレス工業株式会社(E02228)

四半期報告書

 9/31



　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

本田技研工業㈱ 東京都港区南青山二丁目１番１号 1,800 20.60

菊池　俊嗣 東京都三鷹市 1,452 16.62

㈱ケー・ピー 東京都三鷹市下連雀三丁目８番３号 740 8.47

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 288 3.30

竹田　和平 愛知県名古屋市天白区 240 2.75

キクチ社員持株会
東京都羽村市神明台四丁目８番地１
菊池プレス工業㈱羽村工場内

160 1.83

杉田　信彦 大阪府大阪市城東区 112 1.29

飯塚　正也 栃木県真岡市 104 1.20

富士重工業㈱ 東京都新宿区西新宿一丁目７番２号 102 1.17

㈱三井住友銀行 東京都千代田区有楽町一丁目１番２号 96 1.10

明治安田生命保険相互会社 東京都中央区晴海一丁目８番１２号 96 1.10

計 ― 5,192 59.43

(注)  上記のほか、自己株式が723千株（8.29％）あります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　　　723,900

― １単元(100株)

完全議決権株式(その他) (注)１．普通株式　　8,003,700 80,037 同上

単元未満株式 (注)２． 普通株式  　　　9,600 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 8,737,200 ― ―

総株主の議決権 ― 80,037 ―

(注) １．「完全議決権株式(その他)」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,400株(議決権の数14個)含

まれております。

２．「単元未満株式」の株式数の欄には、当社所有の自己株式が82株含まれております。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

菊池プレス工業㈱
東京都羽村市神明台四丁
目８番地41

723,900 ― 723,900 8.29

計 ― 723,900 ― 723,900 8.29

　
２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 1,9901,7081,5201,4151,4101,289

最低(円) 1,7101,3921,2511,2201,1741,180

(注) 最高・最低株価は、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであります。 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

菊池プレス工業株式会社(E02228)

四半期報告書

12/31



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,491,540 2,727,432

受取手形及び売掛金 7,689,407 8,514,831

製品 253,861 250,926

仕掛品 1,937,233 1,192,606

原材料 608,129 764,849

貯蔵品 232,454 243,954

その他 1,439,647 1,657,602

流動資産合計 15,652,273 15,352,205

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 13,240,685

※１
 13,848,853

機械装置及び運搬具（純額） ※１
 9,976,126

※１
 11,009,208

工具器具及び備品（純額） ※１
 3,804,724

※１
 5,302,073

土地 ※２
 7,184,300

※２
 7,273,623

建設仮勘定 2,853,502 1,187,323

有形固定資産合計 37,059,339 38,621,083

無形固定資産 ※３
 533,400

※３
 499,774

投資その他の資産

投資有価証券 6,424,290 6,738,717

その他 ※４
 694,465

※４
 789,678

投資その他の資産合計 7,118,756 7,528,396

固定資産合計 44,711,495 46,649,253

資産合計 60,363,769 62,001,458

負債の部

流動負債

買掛金 4,904,114 5,028,556

短期借入金 11,137,000 11,393,240

1年内返済予定の長期借入金 4,195,918 4,864,960

未払法人税等 98,839 48,939

賞与引当金 535,232 513,201

役員賞与引当金 14,250 29,500

その他 2,667,914 3,149,926

流動負債合計 23,553,269 25,028,324
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

固定負債

長期借入金 9,012,088 9,457,702

退職給付引当金 500,847 484,886

役員退職慰労引当金 398,627 397,186

資産除去債務 71,311 －

その他 775,055 917,464

固定負債合計 10,757,930 11,257,239

負債合計 34,311,200 36,285,564

純資産の部

株主資本

資本金 1,531,708 1,531,708

資本剰余金 1,620,525 1,620,525

利益剰余金 20,854,539 19,593,638

自己株式 △1,060,066 △1,059,992

株主資本合計 22,946,705 21,685,878

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 764,829 841,617

為替換算調整勘定 △3,060,184 △2,174,958

評価・換算差額等合計 △2,295,355 △1,333,341

少数株主持分 5,401,219 5,363,356

純資産合計 26,052,569 25,715,894

負債純資産合計 60,363,769 62,001,458
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 23,937,577 28,156,995

売上原価 21,083,834 23,887,002

売上総利益 2,853,742 4,269,993

販売費及び一般管理費 ※１
 1,925,766

※１
 1,900,066

営業利益 927,975 2,369,926

営業外収益

受取利息 22,382 37,995

受取配当金 16,000 17,136

持分法による投資利益 － 213,901

為替差益 68,438 －

その他 113,450 95,503

営業外収益合計 220,271 364,537

営業外費用

支払利息 280,497 235,589

持分法による投資損失 38,764 －

為替差損 － 46,294

その他 1,384 14,952

営業外費用合計 320,646 296,835

経常利益 827,600 2,437,628

特別利益

固定資産売却益 2,107 3,915

投資有価証券売却益 536,584 －

子会社清算益 － 19,801

持分変動利益 － 175,275

特別利益合計 538,691 198,992

特別損失

固定資産売却損 124 201

固定資産除却損 8,845 91,797

投資有価証券評価損 － 51,113

早期割増退職金 5,271 －

希望退職金 ※２
 326,290 －

貸倒引当金繰入額 310 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 39,875

特別損失合計 340,843 182,986

税金等調整前四半期純利益 1,025,448 2,453,633

法人税、住民税及び事業税 226,257 442,149

法人税等調整額 22,297 195,026

法人税等合計 248,555 637,176

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,816,457

少数株主利益 378,133 459,397

四半期純利益 398,759 1,357,059
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 12,187,868 13,889,717

売上原価 10,804,351 12,092,868

売上総利益 1,383,516 1,796,849

販売費及び一般管理費 ※１
 1,028,692

※１
 954,511

営業利益 354,823 842,338

営業外収益

受取利息 13,727 20,112

受取配当金 6,963 6,951

持分法による投資利益 － 120,204

その他 30,287 40,443

営業外収益合計 50,978 187,712

営業外費用

支払利息 140,434 116,261

持分法による投資損失 83,554 －

為替差損 27,791 43,715

その他 827 1,076

営業外費用合計 252,608 161,053

経常利益 153,194 868,996

特別利益

固定資産売却益 623 883

投資有価証券売却益 536,584 －

特別利益合計 537,207 883

特別損失

固定資産売却損 124 201

固定資産除却損 8,845 89,726

投資有価証券評価損 － 1,981

希望退職金 ※２
 326,290 －

貸倒引当金繰入額 310 －

特別損失合計 335,571 91,908

税金等調整前四半期純利益 354,829 777,971

法人税、住民税及び事業税 110,849 154,281

法人税等調整額 △20,301 109,800

法人税等合計 90,548 264,082

少数株主損益調整前四半期純利益 － 513,888

少数株主利益 258,998 153,359

四半期純利益 5,283 360,529
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,025,448 2,453,633

減価償却費 3,887,674 3,366,878

退職給付引当金の増減額（△は減少） △255,051 15,960

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 13,312 1,441

賞与引当金の増減額（△は減少） △58,031 23,447

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10,000 △15,250

受取利息及び受取配当金 △38,382 △55,132

支払利息 280,497 235,589

持分法による投資損益（△は益） 38,764 △213,901

持分法適用会社への未実現利益調整額 △121,709 △58,311

投資有価証券評価損益（△は益） － 51,113

投資有価証券売却損益（△は益） △536,584 －

子会社清算損益（△は益） － △19,801

固定資産除売却損益（△は益） 6,863 88,082

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 39,875

持分変動損益（△は益） － △175,275

売上債権の増減額（△は増加） △848,739 931,721

たな卸資産の増減額（△は増加） 296,541 △661,624

仕入債務の増減額（△は減少） 930,270 △558

未収又は未払消費税等の増減額（△は減少） △79,676 169,670

前受金の増減額（△は減少） 919,946 △348,951

未払金の増減額（△は減少） 990,207 526,997

その他 △26,145 △379,868

小計 6,415,205 5,975,736

利息及び配当金の受取額 98,546 133,607

利息の支払額 △280,636 △232,473

法人税等の還付額 222,919 227,097

法人税等の支払額 △186,114 △478,631

国庫補助金等の受取額 － 99,817

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,269,920 5,725,153

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △6,466,596 △3,253,544

有形固定資産の売却による収入 2,170 92,968

無形固定資産の取得による支出 △617 △81,300

非連結子会社の清算による収入 － 129,420

投資有価証券の取得による支出 △9,384 △9,976

投資有価証券の売却による収入 625,296 －

その他 △32,958 △142,174

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,882,090 △3,264,607
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △268,971 △93,680

長期借入れによる収入 3,197,000 1,860,720

長期借入金の返済による支出 △2,800,890 △2,949,242

割賦債務及びファイナンス・リース債務の返済
による支出

△444,289 △287,123

自己株式の取得による支出 △122 △73

配当金の支払額 △119,841 △95,637

少数株主への配当金の支払額 △151,410 △179,095

財務活動によるキャッシュ・フロー △588,525 △1,744,133

現金及び現金同等物に係る換算差額 174,642 △84,944

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △26,052 631,468

現金及び現金同等物の期首残高 2,905,080 1,807,392

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,879,027

※
 2,438,860
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

会計処理基準に関

する事項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18

号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ1,103千円減少し、税金等調整前四半期純利

益は40,978千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変

動額は70,879千円であります。

　
【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　
当第２四半期連結会計期間

(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結会計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成に当たり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１. 有形固定資産の減価償却累計額は、48,924,293千

円であります。 

※２. 有形固定資産に係る国庫補助金の受入れによる圧

縮記帳累計額は土地149,183千円であります。

※３. のれん　　　　　　　　　　　　　　 3,775千円

　　　その他　　　　　　　　　　　　 　529,625千円

※４. 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　　投資その他の資産　　　　　　　　△17,340千円

　５. 連結子会社以外の関係会社について、金融機関から

の借入に対し債務保証を行っております。

　　　グローバルオートパーツアライアンスインディアプ

ライベートリミテッド

896,500千円

※１. 有形固定資産の減価償却累計額は、46,694,998千

円であります。 

※２. 有形固定資産に係る国庫補助金の受入れによる圧

縮記帳累計額は土地149,183千円であります。

※３. のれん　　　　　　　　　　　　　 　5,663千円

　　　その他　　　　　　　　　　　　　 494,110千円

※４. 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　　投資その他の資産　　　　　　　　△17,340千円

　５. 連結子会社以外の関係会社について、金融機関から

の借入に対し債務保証を行っております。

　　　グローバルオートパーツアライアンスインディアプ

ライベートリミテッド

896,500千円

　
(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は次のとおりであります。 

荷造運搬費 256,675千円

役員報酬 92,261千円

給料手当 367,026千円

賞与引当金繰入額 80,378千円

役員賞与引当金繰入額 7,500千円

退職給付引当金繰入額 26,872千円

役員退職慰労引当金繰入額 11,686千円

旅費及び通信費 93,160千円

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は次のとおりであります。 

荷造運搬費 370,833千円

役員報酬 105,882千円

給料手当 374,393千円

賞与引当金繰入額 84,720千円

役員賞与引当金繰入額 14,250千円

退職給付引当金繰入額 19,276千円

役員退職慰労引当金繰入額 11,464千円

旅費及び通信費 141,972千円

※２. 希望退職者への特別加算金及び再就職支援に係る

費用であります。

―――――――

　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は次のとおりであります。 

荷造運搬費 143,907千円

役員報酬 50,233千円

給料手当 172,107千円

賞与引当金繰入額 50,498千円

役員賞与引当金繰入額 6,250千円

退職給付引当金繰入額 13,359千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,732千円

旅費及び通信費 50,206千円

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は次のとおりであります。 

荷造運搬費 191,057千円

役員報酬 53,251千円

給料手当 187,330千円

賞与引当金繰入額 29,446千円

役員賞与引当金繰入額 7,125千円

退職給付引当金繰入額 9,654千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,732千円

旅費及び通信費 88,275千円

※２. 希望退職者への特別加算金及び再就職支援に係る

費用であります。

 

―――――――
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係　（平成21年９月30日現在）

 

現金及び預金勘定 3,755,977千円

預入期間が３か月超の定期預金 876,950千円

現金及び現金同等物 2,879,027千円

※  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係　（平成22年９月30日現在）

 

現金及び預金勘定 3,491,540千円

預入期間が３か月超の定期預金 1,052,680千円

現金及び現金同等物 2,438,860千円

　
(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　

至　平成22年９月30日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式　(株) 8,737,200

　
２．自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式　(株) 723,982

　
３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　
４.　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月18日
定時株主総会

普通株式 96,159 12平成22年３月31日 平成22年６月21日 利益剰余金

　
(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月29日
取締役会

普通株式 96,158 12平成22年９月30日 平成22年12月６日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計期

間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)において、当連結グループは、車体プレス部品、厚物精密プ

レス部品等の輸送用機器部品の製造・販売を主な事業としている専門メーカーでありますので、当該セグ

メント以外に開示基準に該当するセグメントがありません。このため事業の種類別セグメント情報の記載

を省略しております。 

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　
日本
(千円)

北米地域　
(千円)

アジア地域
(千円)

中南米地域
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する
　　売上高

5,369,846745,0214,494,1771,578,82312,187,868― 12,187,868

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

125,636 ― ― ― 125,636(125,636)―

計 5,495,483745,0214,494,1771,578,82312,313,504(125,636)12,187,868

営業利益又は営業損失 (264,074)(136,441)560,652144,801304,93849,885354,823

(注)　１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。

　　　　　(1) 北米地域　　……　米国 

　　　　　(2) アジア地域　……　中国 

　　　　　(3) 中南米地域　……　ブラジル

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　
日本
(千円)

北米地域　
(千円)

アジア地域
(千円)

中南米地域
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する
　　売上高

11,156,4921,642,5197,954,2753,184,28923,937,577― 23,937,577

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

203,149 ― ― ― 203,149(203,149)―

計 11,359,6411,642,5197,954,2753,184,28924,140,726(203,149)23,937,577

営業利益又は営業損失 (210,950)(108,169)740,595360,424781,900146,075927,975

(注)　１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。

　　　　　(1) 北米地域　　……　米国 

　　　　　(2) アジア地域　……　中国 

　　　　　(3) 中南米地域　……　ブラジル
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

　 北米地域 アジア地域 中南米地域 計

Ⅰ. 海外売上高(千円) 835,073 4,586,023 1,578,823 6,999,920

Ⅱ. 連結売上高(千円) ― ― ― 12,187,868

Ⅲ. 連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

6.9 37.6 12.9 57.4

(注)　１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。

　　　　　(1) 北米地域　　………　米国、カナダ 

　　　　　(2) アジア地域　………　中国、マレーシア

　　　　　(3) 中南米地域　………　ブラジル 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　
前第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　 北米地域 アジア地域 中南米地域 計

Ⅰ. 海外売上高(千円) 2,865,525 8,076,540 3,504,57714,446,642

Ⅱ. 連結売上高(千円) ― ― ― 23,937,577

Ⅲ. 連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

12.0 33.7 14.7 60.4

(注)　１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。

　　　　　(1) 北米地域　　………　米国、カナダ 

　　　　　(2) アジア地域　………　中国、マレーシア、インド

　　　　　(3) 中南米地域　………　ブラジル 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21

年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号  

平成20年３月21日)を適用しております。

　

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

当社グループは、車体プレス部品、厚物精密プレス部品等の輸送用機器部品の製造・販売を主な事業と

している専門メーカーであり、国内においては当社が、海外においては北米、アジア、中南米の各現地法人

がそれぞれ製造・販売しております。現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品につい

て各地域毎に、事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、

「日本」、「北米地域」、「アジア地域」及び「中南米地域」の４つを報告セグメントとしております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 　
 
（単位：千円）

　

報告セグメント

合計
日本 北米地域 アジア地域 中南米地域

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 12,831,7633,020,5569,105,1223,199,55228,156,995

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

226,112 ― ― ― 226,112

計 13,057,8763,020,5569,105,1223,199,55228,383,108

セグメント利益 555,519 330,8761,049,211300,4472,236,055

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 　
 
（単位：千円）

　

報告セグメント

合計
日本 北米地域 アジア地域 中南米地域

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,479,9591,520,7254,436,2971,452,73513,889,717

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

71,053 ― ― ― 71,053

計 6,551,0131,520,7254,436,2971,452,73513,960,771

セグメント利益 134,762 166,488 385,189 57,782 744,223
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

　　

　　当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 2,236,055

セグメント間取引消去等 133,871

四半期連結損益計算書の営業利益 2,369,926

　

　　当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 744,223

セグメント間取引消去等 98,115

四半期連結損益計算書の営業利益 842,338

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額につきましては、前連結会計年度末と比較して著

しい変動はありません。

　
(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額につきましては、前連結会計年度末と比較して著

しい変動はありません。
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(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の当第２四半期連結会計期間末の契約額等につきましては、前連結会計年度末と比較

して著しい変動はありません。 

　
(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　
(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　
(資産除去債務関係)

資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額につきましては、当四半期連結累計期間の期

首と比較して著しい変動はありません。

　
(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額につきましては、前連結会計年度末と比較し

て著しい変動はありません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

１株当たり純資産額 2,577.16円
　

　 　

１株当たり純資産額 2,539.86円
　

　
２．１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額
　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

　 　

１株当たり四半期純利益金額 49.76円
　

　 　

１株当たり四半期純利益金額 169.35円
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

四半期純利益（千円） 398,759 1,357,059

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 398,759 1,357,059

期中平均株式数(株) 8,013,435 8,013,224

　
　

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日)

　 　

１株当たり四半期純利益金額 0.66円
　

　 　

１株当たり四半期純利益金額 44.99円
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日)

四半期純利益（千円） 5,283 360,529

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 5,283 360,529

期中平均株式数(株) 8,013,416 8,013,218
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(重要な後発事象)

 連結子会社の減資

  当社米国連結子会社であるオースチン・トライホーク・オートモーティブ・インコーポレーテッドは、

当社の関連当事者である㈱ケー・ピーの出資分につき有償減資をいたしました。

（１）減資の目的

　　　関連当事者取引の整理、財務戦略上の柔軟性及び機動性を確保すること等を目的として

　　おります。

（２）有償減資の総額

　　　4,911千米ドル（資本金3,150千米ドル、その他資本剰余金1,761千米ドル）

（３）資本金の減少が効力を生ずる日

　　　平成22年10月20日

（４）損益等に与える影響額

　　　これにより、少数株主持分が370,402千円減少しておりますが、損益に与える影響額は軽微　

　　であります。

　
(リース取引関係)

リース取引の当第２四半期連結会計期間末の契約額等につきましては、前連結会計年度末と比較して著

しい変動はありません。 

　
２ 【その他】

第58期(平成22年４月１日から平成23年３月31日まで)中間配当については、平成22年10月29日開催の取

締役会において、平成22年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行う

ことを決議いたしました。

①  配当金の総額            　　                  96,158千円

②  １株当たりの金額                         　     12円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日    平成22年12月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月４日

菊池プレス工業株式会社

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ 　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　高　　橋　　　　　勝　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　芳　　賀　　保　　彦　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　東　　葭　　　　　新　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている菊池

プレス工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成

21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、菊池プレス工業株式会社及び連結子会社の平

成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月８日

菊池プレス工業株式会社

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ 　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　高　　橋　　　　　勝　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　芳　　賀　　保　　彦　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　東　　葭　　　　　新　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている菊池

プレス工業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成

22年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、菊池プレス工業株式会社及び連結子会社の平

成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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